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アカシア類の組織培養
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Tissue culture of Acαciαmαngium. 

Acacia auriculiformis. Acαciαhybrid 

要旨 _/l.mangium. A .auriculiform日，A .hyhridの3樹積を用いてアカンア類における組織栴養

の可能性を検討した。外縞体は無菌発芽苗の佐帖及び2年牛ポ y ト白の版!fの 2種類を用いた。

無菌発芽苗は種子を70%の濃硫酸で発穿促進処理を行った後， 70%の二タノ ルで滅菌して

WP:VI及びMS培地で発芽させた。無菌発芽苗を外植休に用いた初代 ttf 差では BAP を O~2.0

mg/eを含む 1/2MS培地で 8~10割の個体でシュ 卜形成が認められた yュ トの数は8A

pの添加量によって異なるが， 1. 0~2.0mg/ f!添1)11区で多かった。発根t言養は JBAとNAAを含

む1/21VIS培地で行ったが，A.mαnglumが62.5%，A田LTiculiform日が17.7%で樹種による発根

率の違L、が認められた。 2年生ポソト市の版芽を外植体にした初代培養は， BAPlmg/ eを含む
1/2MSとIVISt宮地の 2種類を用いたが，樹種別のゾユ ト形成率はIVIS民地で A.hybrid

(800%)) !l.mαngulm (71.4)) /lαuriculifnrmis (57.1 %)， 1/2:VIS培地では A.mαngwm

(85.7%)) Ahybrid (75.0%)) AαI1ricl1liformis (28.6%)の/11日となり， MSt青地のみが若十高い値

であった。また， A.hybridの個体を用いたンュ ト形成率は1\IS は66.7~ICO% ， 1/2:vrst者地は5
7.1 ~83.3%であり，個体による違いが認められた。発恨培養は NAA そ O.2mg/ f! 添加した

MS変形培地でA.mαn/{ium69.2%， Aαuriculiflοrmis 38.5%， A.hybriclが71.8%と無菌発芽白山

来の発恨培養結果より高い発恨卒が認められた。 3~4 年生前のとり木を行った結果 3 樹稀， 全

個体で発恨し，移植後のヰ育は良好である。

1 はじめに

81~94 

アカシア・マンギュ ム (AcαClαmαnglμm)はオ ストラリア北東部の海岸多南地，ニュ ギニ

ア島西部およびマラカス諸島に，また，カマパアカシア (/¥Cαcwαuncunformiι)はオ ストラリア

北部からニュ ギニア島南部にかけて臼然分布している10)。この 2樹種はマメ科植物で，適応性があり，

成長が肝成なことから，熱帯地方に広く分布していることが知られている O 特lこAcαo日 manglμm

は酸性」展 (pH4~6) でも生育司能で、あり日酸性土壌の分布が多い熱帯地んでは主要樹種のーっ

として注目されている。また，本種は厚生樹であるため，パルプ用材等を日的として盛んに造林され

ており，マレ シア国の例では1989年約20，OOOhafこ達しているとぷわれている 10)。また， この両者が

隣接して柏栽された林分では白然交雑 (/1αuricuriformisx A. ma月郡山η) が起こり雑種 7)

(/¥ .hvbrid) (SAFODA) Sabah， Malaysiaが確認されている。この雑ffliは両親に比べて細枝で，芯

(1)， (2) 林木育種センター九州育種場

(3) Sabah Foresl D巴vclopemcntAuthority 



82 林木育種センター研究報告第13号

腐れ (heartrot)が出にくい等の特性があることから注目されており. r口illJi]のドorcstHcseach Cent 

crでは優良形質木の選抜を行い CCPT;Candidateplu日 tr問)1).遺伝変異の拡人と，選抜木の無性繁

殖技術の開発研究を進めている。

無性繁殖法の一方法であるさし木については，雑稀の発芽後 4カけの白木でfJった結巣は， 、I}均41.9

%.また.CPTの原木では 6.9%と著しく低い発根率が報色されている10)。また，とり本による方法は

無性繁殖法の中では発根が良好であるといわれているが， 1O~ 15mの肖いところの枝を処理するため，

作業能率が悪いうえに作業の危険も伴うなとの問題がある。さらに f¥'i畑での育F1i過程において枯恒も

多く，最終的には10%粍度の得苗率といわれている。このように現地においても/1Cαc[α類の無性繁殖は

困難な樹椅にランクされており，選抜育種のネックとなっている。マレ シア凶において A.mαπgωm

及び雑種の選抜木の無性繁殖に携わった内村は， これらの樹種のさし本，っき本による大量のf白木牛産

は困難であり，無性繁殖法の確立とともに組織培養の開発の必要性を述べている4)。

現在同国ではAcαCLα類のさし本増殖に関して，母樹の樹齢，採穂部位，オーキシンとの関係， さし穏

長等の|λl的要因，また，温度，湿度，水分，用十等の外的要因についてわが国の専門家と共同で研究

が進められている O 一方，九州、|育種場は毎年20数カ同の育種研修牛を受け入れ， さし木，つぎ木等の無

性繁殖技術の研修を行っており，組織培養技術も研修テ マの aつである。本報は1991年にマレ シア

休業試験場の PETιHn. BHlN氏と共同で実施した結巣日〕を取りまとめたものである。なお， 本実験

はAcαCLα類の積子から無菌的に発芽させた無菌苗と 2~4 年生ポット面の肢穿を用いて行ったものであ

るO また，組織培養に用いる材料の確保のため 3"1二牛今白木を用いたとり木試験を行った。

今回の実験では11固化の段階までには至っていないが，本報告では発根までについてとりまとめた。

2 材料と方法

2. 1 無菌発芽苗を用いた組織培養

本実験では，無関允芽苗の腕粕を外植休に用いた。無菌発芽前はl丘接外柏[{本として使えるため組織培

養には効ユ字的な材料である O 樹種は， 11cαCLαmα口gium.11 αμriculiformis. それらの雑種の 3種

であり，種子はマレ シア陀のものであるが，採種された個体の産地，樹齢，個休数等は不明である。

無関発芽白は次のような子順で育成した。まず，樹樟ごとに積子の中から大粒なものを選別し，発芽

促進処理を行ったo 11cαCLα類の種子は油性の硬い種皮に覆われているため，無処理では発芽率も悪く，

不揃いとなる。このため一般には熱湯処理によって発芽促進が行われている O 今回は西村ら5)が行った五

法の中の.70%濃硫酸に15分間浸漬する方法によって処理した。処理した種子は，付着した濃硫酸を滅

菌水で3~4同洗浄し，クリ ンベンチ内において70%エタノ ルで2分間滅菌した。滅菌荷千は滅菌ろ

紙の卜にひろげて水分を除き発牙培地に置床した。

発芽用培地はTable1に示したように. WPM基本士官地 (WoodvPlant Medium基本府地，以

下WPM培地)2)及び:VIS基本培地 (MUHASIlTCE，T.& SKりOC，F 某木培地，以下:vIS培地)3)の2積

類を用いた。両培地とも 6 ベンジルアミノプリン C6-benzylaminopurine:HAP) をlmg/正添加

し， ンョ糖30g/Q.寒天釘/Qを加えpH5.61こ調整した。発芽存器は腰高シャーレに，調整した培地
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を15mR程度分注し，蒸気滅菌ーして用いた。まきつけ(以下置床)は WPM培地にAcaciαmαngwmと

A αuriculiformisの2種を，また， :vIS培地には雑種をまきつけた。発牙調査は置床14REfに行った。

初代培養は前記実験で発芽した A.mαngwm及びA.αuriculiformiδの 2種の無菌発芽苗を同いた。

培地は:'v13培地に含まれている無機塙および台機成分の濃度を半分に減らした培地(1/2:¥13培地)引で行っ

た。本培養ではシュートを大量に誘導させるため， Table 2に示したように， BAP濃度をO.5mg/Ji.， 

1.0mg/ Ji.及び20mg/Ji.の3段階に変化させ， BAP濃度とシュ ト形成の関係について検討した O 各

個体のシュ 卜数等について移植35日日に調査した。

発根培養はA.mαηgwm放びAαuncμliformisの 2種を用いた。培地は 1/2M3培地に， Table 3 

に示したように，ナフタレン酢酸(:.JAA) 0.02及びO.lOrng/Ji.の単用添加及びインドール酪酸 (IBA)

O.5mg/ Ji.'こi¥AAを名々0.02，O.lmg/ Ji.を組み合わせた 4試験i豆を設定し， ショ糖20g/Ji.， 寒天

白ε/Ji.を加え pH5.6iこ調整した培地を用いた。発似個体数及ひ根の状態について移植16l::l目に調査した。

卜述の，各培養とも培養条件は温度240C，照度3，OOOLux，16時間日長である。

2. 2 ポット苗の服芽を外植体に用いた組織培養

flCαCLα類の CPT，あるいは特殊形質木等を育種ほ材として収集保存する場合は，成木のクロ←ンを

確保しなければならなL、。しかしでも述べたようにAcαc~α類では無性繁殖法による造林用白木生産

はI付難である。このため組織培養技術を用いた増殖も検討しなければならないが，組織培養を行う場合

には，外航体は①選抜木の原木，②選抜木から度j増殖したクローン(少数伺体〉から求めなければな

らなL、。

本実験では両樹齢の材料が子J己にないため， Table 4.に示したように，A.mαηg~μm ， Aαuriculi 

jorrms，雑種の 3樹種について， 2年生ポット苗の版芽を周いた組織培養を試みた。外植体として

A.mαηg!μm及びAαuriculif ormis各l個休，雑種 3伺休の計 3樹種 6伺体を用いた。これらの個体は

マレ シア産の種子を九州育樗場で橋種し，ガラス室で育成したものであり， f君子のyf.地，採種木の樹

齢等の由来は明らかで1ない。

外植体の滅菌及び調整は次に示した。 2年生実生苗の枝を採取し，版穿をつけた部分(葉柄の着生部

位)を中心に 3cm程度に調整した。次に葉柄部を残して葉を除去し，乾燥を防止するため水を入れたビ

カに~]ストックした。葉柄をつけておくのは殺菌剤の浸透を防ぐためと，外杭体の上下が分からなく

なるのを防ぐためである。

滅菌は10%ハイアミンT液 (benzethoniumchloride:HyaminelOW /V%)をつけた筆を用いて，

版芽と主軸の接地面をていねいに洗った。洗い終ったものはビ カに入れ，ガ ゼで蓋をして水道水で1

時間程度洗い流した。

次にクリ ンベンチ内において70%エタノ ルに20秒間浸漬した後， 10%次亜塩素酸ナトリウム溶液

(アンチホルミン NaCIO)に 2分間浸・漬，さらに0.25%の塩化第一水銀溶液 (HgC12)で 2分間滅菌

した。なお，殺蘭剤が変わる毎に滅菌水で 2~3 回洗い流した。滅菌が終った外植体は滅菌水にー時ス

トックしておき，使用の都度取り出し，滅菌ろ紙上で長さ 7mm程度に調整した。この際外植体の両端

及び葉柄部分を切り返した。
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初代培養は Tablc4. 5.に示したように， MS及び 1/2MS培地の 2種類を用いた。|山rì~青地とも B;\P

lmg/f!を添加し， ショ糖30mg/f!， 寒天 8g/f!を加え pH5.6に調整した。外航体の置床は肢J宇部{立

が培地より l~になる程度にさしつけた。シュ ト形成伺体数等の調査を移柄35日円に行った。

発根培養は洞谷9)がサクラの発桜培地として用いたものと同じ培地組成のMS変形培地で行った。すな

わち， ¥I1S培地のKl¥O.1とNILNO，を1/41こ，硫酸マグネシウム (MgSO.，・7H，0)と塩化カルシウム

(CaCL・2H，O)，鉄成分 (FCS04+ Na，日DTA)を半分に希釈したものである。外植体は寸品ble6に

爪したように， 3樹種 5何休について初代培養で形成したシュ トのlわから成長の良いもの選んで用い

た。発根個体数等の調査を置床後35U t3に行った。

2 . 3とり木による組織培養の材料の確保

アカシア類は lでも述べたようにとり木が可能である。とり木による苗木生産は効率的ではないか，

組織培養の材料であればそれほど多くの前木tt.i&は必要としないし，また，材料を子λに置くことは，

組織培養に用いる萌芽枝を人為的に制御し，必要に応じていつでも利用できる利点がある。そこで 3年

牛のポット苗からとり本をfJ'い，組織培養の材料確保の可能性について検討した。

とり木は1993年10月に Table7に示した 3樹種について，各 3個体を用いて行った O とり木に用い

た個体の苗高は170-200cmであり，とり本処理部{立の同径は2-3cmであった。処即ーは特例体の地際か

ら前高の 2/3程度の主軸部位を幅2cmの幅に環状剥皮し，ベ パ タオルで内樹皮を取り除いた。次

に剥皮部を水ごけで巻き，オレンジ色，黒色，透明の 3種類のポリエチレンフィルムで包んだ。 6ヶ月

後に処埋部分の下から切り離し，水ごけを取り除いた後，パ ミユキライトとパ ライトを6対4の吉IJ合

で、混合した用土で鉢植をfJった。

3 結果と考察

3 . 1 無菌発芽苗を用いた組織培養

置床してから 5日目に A.mαngιμmの発芽が始まった。石一|二遅れて A αμriculiformis， 雑種がliil

時に発芽し， HH口には全樹種が発芽，苗長も 2.5cm前後に伸長した。置床後14日目の樹種ごとに培地

別発比三ニドをTable1に不した(上'hoto.1.)0 WP:Vl培地では A 円1αnguμnは3.7%，II αuriculiformis 

は38.9%であった。 一方の:VlSi:白地では A.mαngwmは32.0%，A.auricu.liJormisは52.0%，雑種は

16.7%となり， MS培地の方がいくぶん高い発牙ユキ〈を示した。また，A.αμricu.liformi日は而橋地におい

て最も高い発牙率を示した。

初代I青養における BAPの濃度目IJのシュ ト形成について置床後35日Hの結巣をTable2に示した。

樹稀別のシュ ト形成率はA.mαngwmが94.1%，Aαu.ricu.IiJormisは96.6%と10J程度であった。

また， BAPの濃度別ではl司樹種ともホルモンフリ l豆で 100%のシュ ト形成を認めたが， 1外植体

当りのシュ ト数は少なかった。方， 1.0-2.0mg/ Q添加灰における両樹種のシュ ト形成率はホル

モンフリ 区に比べて低い値であるが，外植体当りのシュ 卜数は増加する傾向にあり， 1司培養過程に

おける BAP添加濃度は1.0-20mg/正の範開がJ薗叶と考える (PhCJlo.2.)。
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Table 1 発芽用培地月IJの発芽率

Effect of meclium ()n g(ermin川 ion(14 days after) 

of A.mαngium Aαuriculif，口rmωandAcαcw hybrids 

樹種 i斉地 まきつけ数 発芽数(%)

Specics hいdium NO.of seeds .¥io. of gcrminated 

examincd S巴eds(%)

A.mαn!?[urη WP:VI 54 2 (3.7) 

Aαuriculiform is WFvr 51 21 (38.9) 

A.mαnglUm vrs 100 32 (32.0) 

AαμnCμliformis :vrs 100 52 (52.0) 

A.hybrids MS 30 5 (16.7) 

Conditio口s: Hormoncマ Bi¥l'lmg/ Q， Sucrose:30g/ Q， Aεar : 8g/正

IコH:5.6 

Table 2. BAP濃度がシュ ト形成に及ぼす影響(移植35!::l日)

Effect of shりりtdcvclopement w ith 1 different conc白ntrationsof 

BAP(35 days aftedin A.rηαng[μm， Aαuncμliformis 

シュ←卜形成例休

3hoot forming巴xplants

85 

樹稀 BAP濃度 外植体数 発根伺体

Speci日 BA1' Conc. NO.of explant 0本 l本 l本以 1. 形成個体計 1¥:0. of thc 

Cmg/正 transferred 1¥0 shoot 1日hoot moY'C: than 1¥0. of thc rooted 

1 shoot shooted (%) 

A.rγlαnglUm ① (00) 2 O 2 。 2 (1 (0) 
② (0.5) 。 o 6 。 品(100) 。
③(10) 5 。 4 5 (100) 。
④ (2.0) 5 a 4 (80.0) O 

E十'1'otal 17 9 7 16 (94.1) 

.11αuriculiformis 

① (0.0) 13 。 12 13 (100) 4 

② (0.5) 15 14 O 14 (93.3) 。
③(1.0) 15 。 9 6 15 (100) 。
⑤ (2.0) 15 11 3 14 (93.3) O 

百十 Total 58 2 46 10 56 (96.6) 4 

Conditions : 1/2:¥13 Medium， Sucrose:30g/ Q， Agar: 8g/ Q pH:5.6 
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Phuto. 1. A.mαnr.;山mの無菌発芽苗(置床20RE!l Photo. 2. A.mangiμmの無菌発芽苗を外植14>
Germination (culturcd 20 daysl of !I.mαng山mm agar にした初代精養のシュー卜形成(嵩床35tj Fl 1 
medium Shoot forrnation in 1st gcncration (35 Aft.er 
Conditions:Sucrosc 30g /.e， Agar:8g/ .e， pH:5.6 days) of replanted gerrnination. Conditions:l/2 

1¥1S rnidium I:lAP:lrng/.eふlcrose: 30g/ι 
Agar : 8g/正， pH:5.6 

Table 3 発恨に及ぼすIBA及びNAAの影響

Effect of root devalopemenL with differcnt lI3A + :¥iAA cuncentrationCl6day;，;) 

樹種

Species 

A.mangium， Aαuriculiformis 

植物ホルモン

Hurmone 

培養数

発恨伺体数

(%) 

カルスのみ未発根

(%) 未カルス

根の発達

RooLing 

IBA NAA Nu.of cxplant;，; NO.of root Callus :¥jo root/ 良不良

(mg/ R.) transferrcd f urming巴xplants only callus Good Poor 

A.mαngium 0.0 0.02 5 4 O 4 O 

0，0 0.10 5 3 O 

0.5 0.02 3 3 。 。 。
0，5 0.10 3 2 O 2 O 

計 Total 16 10(62.5) 3(18，7) 3 10 O 

Aαuriculifurmis 。。 0.02 日 。 7 。
0，0 0.10 8 6 。
0.5 0.02 9 3 4 2 3 。
0.5 0.10 9 7 。

計 Total 34 6 (17，7) 12 (35.3) 16 4 2 

CondiLions : 1/2MS medium， Hormonc : IB1¥ + N 1¥A (mixturcs aL 4 diffcrent)， 
Sucrose:20g/ R.， Agar: 8g/ R. pH : 5.6 
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発根培養における発根は移植後lOrH3から観察された。樹種別発桜率はTab1e3に示したように，

樹種による発根率の違A.rηαngwmは62.5%，Aαμriculif-ormisは17.7%と予:国外に低い値を示し，

Nl¥l¥単用灰において発根・IBAと¥fAAの発根への影響は特に認められなかったが，L 、が認められた。

カルスの両者とも未形成の例体が多い傾向があった。

l1.mαngwmがカルス形成は発恨や不定芽を誘導する場合に重要な|人J-f-て‘ある。本実験では，ー方，

発根本の向18.7%， Aαuncμliformisが35.3%のカルス形成不で樹樟による追いが認められた。また，

(Tab1e 2.のA.αuriculiformis)区で発根を観察しており上については，初代培養のホルモンフリ

ホルモンの種頼及び濃度について検討する必要がある。

Aαμncu 根の発達状況は A.mαngtμmは発娠した個体の全てが良好であったのに対して，

liformisでは発根した個体の約 3割が不良であった。

2ポット苗の服芽を外植体に用いた組織培養3 

2年生実生苗の肢芽を外植休に用いた初代培養の結果をTabl巴 1.5.に示した。樹種を込みにしたシュ

Tab1e 4. MS培地での般芽を外値休にした初代培養(移値35U日)

Shoot per[ormancc of 3 I1cαCLαspecics at MS media 

CAsst.data 35 days) 

シュト未形成個休 雑菌汚染

No new shoot Contaminat巴d

(%) 

外植休数 シュト形成個体

No. of 800tS No. of shoot 

culturcd foming explant(%) 

種樹

Sp巴ClCS

の
〆
白
内
〈
U

n

H

U

η

〆
臼
ハ
ノ
心

n
u
u

ハ
H
U

ハ

リ

リ

ハ

U

U

A
川
V

5 (71.4) 

4 (57.1) 

7 (100 ) 

4 (66.7) 

5 (71.4) 

門

l

η

l

ワ
1

ハわ

η
i

A.mαπgwm 

Aαuriculiformis 

A.hvbrids No.26 

A.hybrids No.28 

A.hybrids No.31 

2品(73.5)計 Total 9 (26.5) 

Co口dition: :vrS m口diuTTl， Hormone 

pH : 5.6 

8g/ f! Agar 

() 

BAPlmg/ f!， Sucrose: 30g/ f!， 

34 

卜形成率はMS培地が73.5%，1/2MSt苦地が67.6%であった。また，樹種別及び{回休日IJのシュート形成

率は:vrS培地では雑荷(平均80%，66.7~100%)>A.mangium (71.4%)>A.αuriculiformiι(57.1%) 

57.1~85.7%)>A. αuriculiformis (85.7%)>雑障(平均75%，1/2MS培地はA.mαngwmで，

(28.6%)の順となり，同培地ともAαuriculiformisのシュ 卜形成率は低い結果となった。

また，雑椅の個体別のシュ ト形成率は，両培地ともNo.26(MS:l00%， 1/2MS:85.7%)が最も高く，

No.28 (1口l様に66.7，57.1%)の順となり，樹種や個体によってついで No.31(1口l様に71.4，83.3%)， 

1/2MS培3.~ 6.)。また，本培養においてMS，シュ ト形成率の異なることが認められた (Photo

これはポット苗を養成したガラス室が雑菌の繁殖し易い環境に

あったととが原凶のーっと考える。したがって，雑菌巧染の発牛を抑えるためには，外植体の育成場所

地とも26.5%の雑菌汚染率を認めたが，
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Tablu 5. 1/2MSl白地での肢斗を外柏体にした初代塙養(移植35u t::D 
Shoot pcrforrnancc ()f 3ペcαciαspcciesat 1/2MS rnedia 
(Assl.data 35 clays) 
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雑尚汚染

Contarnim:ted 

(%) 

シュト形成倒休 ンュト未形成伺体

¥jO. of shool ¥jo new shoot 

loming cxpl日nt(%) 

外補体数

1¥:0. of soot日

cultured 

樹

Spccie:，; 

F軍

0 

0 

0 

6 (85 7) 

2 (286) 

6 (RS 7) 

4 (57.1) 

5 (83.3) 
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9 (265) 2 23 (676) 31 H Total 

8g/正Co口dition

plI : 5.6 

摘 安 A.hvbridsの[¥0は九州育種場で育成している個体各号である。

Rcrn日rk: the khybrid indi(、at出 thetag put on the /I.hybrid seedling:，; rけised

in grccn house of K、usheHcgional I3n山clin日Officc
The lIybrids u日cdin this expcrimcnt is choscn bascd on thcir phcnotypi仁

丹ppearence

30ι/ム j¥g'elr己Al'1m仏/正， Sucro日。1/2MS medium ， HCJrmonc 

滅的また，の管理，材料の採取時期等について配慮するとともに，滅菌を↑分行うことも必要である。

の際は殺閃斉IJに夫、Iする外植休の感受性についてi+志しなければならなL、。今[吋も雑稀の¥jo.26はエタノ

i威E菌剤lの選択及び濃度や処'¥0.28は次叩I白素酸ナトリウムに刈して外植体に薬害を認めており，jレlこ，

理時間等について検討しなければならな"0
6. (こノI、しfこ。発根i吉養はi宣ば後15日日には発根して柏物体を舟牛した。肖J未後35日Hの結果を'1守山lc、

樹種及び個体毎の発似キはメ¥.mongium 69.2%， A 日uriculljcげ rrIl83R.C，%， 雑椅(平均7Ul%) で無

薗発芽苗を用いたときの発恨率に較べて的ロ己 2樹種は宕rr白い伯となった。これは， 無邑i発月前の11与に
くらべて NAAを0.2mg/{!と高濃度にしたことが好結果をもたらしたものと考える。しかし，ぺ αI1rl

culiformisは3樹積の111で最も低い発恨率であり，無l岩発穿仰の場合とl'iJ様な傾向をぶしたことから，

本種の発仮性は低いものと推測されるO 本培養では雑椅の発根率が6 1. 5~8，1. 6% と比較的高い偵をノJえした

個体による違いも認められた (Photo.7. ~9.) 。

斎藤ら日)がA.mangiumて、1Jった実験で，通気性を考慮した発恨出養では，

が，

発根率はさらに高められるものと思われる O今後，

/¥.cαclα類の発根については，

発4民主ネが33%から70%に向上したと報告しており，
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!っj()to.，) 
_，1.rnangil川 ，0)3年牛版牙を外植体にした初代坑長
Sh()けtf()rmation in h孔 gencrali()n (35 aftcr days) 

o!ほxillar、bud01 A .rnangiurη 
Condltl()ns: llilS midlUm， BAP: lmg/ Q ，日ucrose

:111ι/正，i¥gιtr:8g/ k， pH: 5.6 

1'hりtu.5 
A.hvht.icl ¥10.28の3年生j険芽を外植体にした初代培養

Shoo1. form8tion in 1st gencra1.ion(35 after' days) 

01' axtllary bud 01' A.hybrid ¥10.28 

Condilions: VlS midium， B川】 lmg/Q ， Sucrose 

JlJg/ム Agar:8g/Q， pH: 5.6 

Photo. 1 

/¥ .hy6tid l¥ 0.28の3年生服1fを外僧体に Lた初代培養

Shoot fonnation ITl 1st 日明lcralionC35afwr da、s)
01 axillarv bud of Jl.hvhricl ¥10.28 

Conditions: l'v1S midium， RA P: 1 mg/ Q. Sucrose 

30g/ι 九gar両日/正、 pH: 5.6 

Photo. 6 
A .hvbild N u.26の3年生版芽を外植体にした初代培養
(ゾュート形成が不良)

Shoot formatlon in 1st ge口eralion(35 altcr days) 
ofaxillary bud υf il.hybrid ;，r 0.26 (This piclurp 
sho¥-¥'s poor sh口ot)
C:unditions: VIS midium， BAド 1mg / Q， Sucrosc 
30g/ R.， Agar:8g/ f， pl!: 5自
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Tabl巴 6.アカシア 3種の発根培養

Results of Root formation of 3 ̂cacia species 

in 35-day-Culture 
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根の発達 Rooting発根例体

]¥0. of root 

(%) 

培養数

No. of 

Explants 

樹種

Specic日

不良 Poor

ー
ょ
っ
U

1

1

つム

1
1

良 Good

白
U
η
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Q
U
ρ
h
u
n
u
ー

9 (69.2) 

5 (38.5) 

9 (69.2) 

8 (61.8) 

11 (84.6) 

内
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n
ペ
u

n
〈
リ

nペ
u
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t
u

-

-

1

1

1

 

A.mαngLμm 

AαuricuLiformis 

A.hybrids 1'¥0.26 

A.hybrids No.28 

A.hybrids NO.31 

7 

Photo. 7 
A.mαr昭lUmの3年生服芽を外植体にした発根培長
Root furmation in 1st generation (35 af'ter 
days) ofaxillary burl of J¥.mαnglμm 
Conrlitions:!'v1S midium.トJAA:O.2mg/Q， 
Sucrose : 20g/ Q， Agar: 8g/ Q， pH: 5.6 

35 

NAAO.2mg/ Q， 

12 (61.6) 

Conditions : MS tγansform ation8l Hormone 

Sucrose : 20g/ Q. Agar:均/Q pH: 5.6 

65 計 Total

Pholo. 8. A.mαng山mの発根良好な個体
Root formation in 1st generation (35 aftcr 
rlays) ofaxillary bud of A.mangium 
(This picture shows good shool) 
Conditions:MS. midium， NAi¥:O.2mg/ Q， 
Sucrose : 20g/ Q， pH:5.6 
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I'huto. 9. il.mαngLUmの発根不良な個体
Ruot formation in 1st generation (35 after days) 
ofaxillary bud of A.mαnguun 
(This picture shows poor shoot) 
C 口nditions:MSmidium， NAA:O.2mg/ E， 
Sucrose : 20耳/E， pH:5.6 

3 . 3 とり木による組織培養の材料の確保

91 

とり木処理を行って，約 1カ月後にはピニ ルの表面に数本の似が観察できた。1.5カ月後には細根

も多数発生し，根の色も褐色に変色した。この時期に移植が可能であったが，今lロ|の移植は 6カ月後に

Tablo 7. 3年生ポ y 卜市のとり木

樹種

Hesult of口1arcottingof Acαciα 

フィルムの色

Co!or of coverinε 

オレンジ クロ 透明 百十

Species Orang日 lilack Transparcnt Total 

A.mαngwm 1(1) 3 

Aαuriculif口rmiS 3 

A .1刊アbrids)¥0.26 1 (1) 3 

( )は発根後に枯損したものである。

活着数は移植4カ月後の調査

Rcrnark : In ( ) shows dicd clonc after rooting. 

This tablc shows thc result of 1 month aftcr replanting 

活着数

Survival 1¥0 

。
3 

1iったため，校の部分枯れが一部認められた。とり木後 4カ月後及び移植後の状況をTable7に示した

(Photo. 10. 11.)。

各樹種とも全例体で発根を認めたが，黒色のビニ ルで、包んだ A.mαngwm及び雑種は-1カ月後に桝

損した。さらに移植後 A.mαngwmの 2個体が村1損した。これらはL、ずれも移植時期が遅かったため，

発生した根が腐蝕等によって障害を起こしていたことに起因する。そのほかの個体は移植後 3カ月を経

過するが，萌芽枝が発生し良好な生育となっている (Photo.12.)。
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AcαCiα類の組織培養について発根培養までを取りまとめたが，不明な部分も多い。今後さらに 11国化等

について実施する予定であるが， これについては，九州育種場の研究謀題のrj1で進めて行く計画である。

I-'ho¥o. 10. A.hybridの4年生のとり木

:¥larco¥ ling uf A .hybrid (1years old) 

Photo. 11. A.hybridのとり木の発根状i兄

Rooting. 01 marcuttcd 01 A.hybrid 

Phutυ12 λhybridのとり木育成

上teplantedtree of A .hybrid marcotted 
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Tissue culture of AcαCla mαngium AcαClα 
αuriculiformis and AcαClαhybrid 

Tadao TODA and Masahiro T AJIMA 

National Forest Tree Breeding Center， 

Kyushu Regional Breeding Office. 

Summary 

Thc Possibility of tissue culture was examinerl for thrce tr巴巴 spccics， /¥.mαηglμm， 

A，αuriculぴormisand their hybrid. Two kinds 01' a~cptic expla川sfrurn hypocoty 1 of ger 

minatcd se白dlingand axillary buds of 2-year-olrl seedlings were u日erl for this cxperi 

m白nt.

人ftcrgcrmination promotion of 日目dsi日 a 70% sulfuric acid solution and 日terilization

by巳thanol，ascptic explanls of hypocoty ls were prcparcd from thc sceds germinated on 

the WPM or MS medium. Shuot formation was noted in 80 % to 100 % of individuals 

O口 the1/2 MS mediurn with 0-2.0 rng/12 uf BAP in the initial culture. Howevcr， the 

number of shoots varied according of the amounl of BAP additions in m日dium，rcach-

ing its maximum in 1 to 2.0 mg/12 of BAP 

Ruuting expcrimcnts were conductcd on half-strength 0/2) MS medium with twu 

kinds hormones of IB入 and N AA， rooUng perccn tagcs v日ried from 62.5% lTl 

A.mαπglμm to 17.7 % in J1αμriculiformis. ln thc initial cu1turc using cxplants frurn 

axillary buds of 2-year-old scedlings， two kind出口fmcdia of 1/2 :VlS and MS wilh 

1 mg/ 12 uf BAP were used. The order of shoot formation rates on MS m吋 lumwas 

A.hybrid (80.0%) > A.mangium (71.4%)> J1αuriculifur円lis (57.1 %) and that of 1/2 

:VlS medium was A.mangium(85.7%)> A.hybrid (75.0%)> Aαuriculifurmis (28.6%); 

hence， the r且t巴 inthe :VlS medium was apparent1y little higher than that of the 1/2-MS 

media. The rates of shoot formaUon in three individuals of A.hvbrid varied frorn 

66.7% -100% on MS medium and 57.1% -83.3% on 1/2-MS medium， with differins 

rates among individuals. Thc rooting ratc using巴xplantsfrom axillelry bud日 of2-ycar 

old se巴dlingsin :viS mcdium with 0.2mg/12 of NAA was 69.2% in A.mαngium， 38.5% 

in Aαuriculiformis and 71.8% in A .hybrid町 and the rate was higher thancxplants of 

hypocoty Is. As a result of the marcotting of the three Acaciαspccies， al1 of the lr8atcd 

trees succe日目fu11y rook root and grew 




